
 

 

 

 

 

 

令和８年度のスタートにあたって    校長 渡邉 正人 

 

五泉北中学校は今年度、105名の新入生を迎え、全校生徒 311名で力強くスタートを切り

ました。本校が大切にしている４つの心――「思いやりの心」「感謝の心」「正義の心」

「素直な心」を教育活動の柱に据え、生徒一人一人が充実した学校生活を送れるよう、教職

員一同精一杯努めてまいります。 

   心の置き方ひとつで…     

 

教室から見える桜の木が、今でも咲き出さんと蕾を膨らませています。皆さんの新たな門

出に「よし、頑張ろう！」とエールを送っているかのようです。今日から令和８年度が始ま

ります。皆さん進級おめでとうございます。どうか今の新鮮な気持ちを大切にしていってほ

しいと思います。 

さて、今日は 1年のスタートですので「心の置き方」について考えてみたいと思います。 

皆さんは朝起きる時に、どんな思いで目を覚ますでしょうか。「今日は苦手な授業もあ

る、部活動も疲れる。」などと気持ちが暗くなる出来事がまず浮かぶでしょうか。それとも

「楽しみな授業があるし、友達とも会える。部活動ではこんな練習に挑戦したい。」など、

心が明るくなるような事が頭に浮かぶでしょうか。 

このことについて、京都のあるお坊さんがこんな話をされています。 

草履（ぞうり）屋さんと傘屋さんにそれぞれ嫁いだ娘をもつ母親がいました。この母親

は、雨が降るといつも草履屋さんに嫁いだ娘のことを思って「雨で草履が売れないだろう」

と嘆き、晴れると、傘屋さんに嫁いだ娘を思って「こんな天気では傘は売れないだろう」と

心配し、毎日暗い顔ばかりしていたそうです。それを聞いたある人が、「お母さん、それで

は体がもちません、心の置き方を変えてみてください。晴れたら草履屋さんの商売を喜んで

やり、雨が降ったら傘屋さんの商売を喜んでやってください」と言ったそうです。 

どうでしょうか。何か心を明るくするヒントになるお話ですよね。物事の捉え方、つまり

「心の置き方」ひとつで、毎日の景色はガラリと変わります。もし心が晴れない時は、少し

視点を変えて、物事を明るく、前向きに考えてみようではありませんか。 

ちなみに、今年度の五泉北中学校の先生方で掲げたスローガンは「生徒の皆さんが明日の

登校が待ち遠しく思える北中を目指そう」です。そのためにも、笑顔があふれ、「ありがと

う」の感謝の言葉が響き合う学校にしたいと考えています。この 1年、皆さん一人一人が前

向きな心で、互いの頑張りを認め合える、そんな生徒がたくさん過ごす五泉北中学校にして

いこうではありませんか。君たちが伸び伸び成長することを願い、私の始業式の話を終わり

ます。                        （1学期始業式校長講話より） 

発 行 五泉市立五泉北中学校 

発行日 令和８年4月1５日 



～ 新入生 1０５名を迎え、入学式を挙行いたしました ～  

令和８年度入学式を挙行いたしました。新入生呼名では、一人ひとりか 

ら元気よくさわやかな返事が聞かれました。いよいよ３年間の物語がスタ 

ートします。失敗を恐れず、何事にも挑戦する心を持ち続けてください。 

保護者の皆様、地域の皆様、温かい見守りをよろしくお願いいたします。 

 

～ お世話になりました ～  

職名 お名前 転出先等 職名 お名前 転出先等 

教頭 〇〇 〇〇  講師 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  講師 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  介助員 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  学習指導補助員 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  心の教室相談員 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  スクールサポートスタッフ 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  栄養士 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  食育推進員 〇〇 〇〇  

 

～ お世話になります ～  

職名 お名前 前任校等 職名 お名前 前任校等 

教頭 〇〇 〇〇  教諭 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  教諭 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  教諭 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  介助員 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  スクールサポートスタッフ 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  栄養士 〇〇 〇〇  

教諭 〇〇 〇〇  食育推進員 〇〇 〇〇  

 

～ 公衆電話が撤去されます ～   重要です！ 

 令和４年に総務省が公衆電話の設置基準を変更し、公衆電話は災害時に避難所などで使え

るユニバーサルサービス電話へと形を変えていきます。これに伴い、長年、職員玄関脇に設

置してありました公衆電話は、４月３０日（木）をもって利用を終了することになりました。 

 これまでの生徒の使用状況を見ていると、お迎えのお願いや忘れ物を届けてほしいといっ

た内容で利用しているようでした。下校時刻は月の予定表や週の予定表で事前にお知らせし

ていますので、ご家庭でも各種予定表を確認の上、お子さんが電話をしなくとも迎えに来ら

れるよう、事前に相談をして登校させるようお願いいたします。 

今後は、緊急で家庭連絡が必要になった場合に限り、学校の電話を貸し出す対応をとらせ

ていただきます。 


